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・
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・
農
村
基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
施
策
の
充
実
と
安
定
的
か
つ
十
分
な
農

林
水
産
予
算
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て 

 
 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
施
策
の
充
実
と
安
定
的
か
つ
十
分
な
農
林
水

産
予
算
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
を
次
の
よ
う
に
発
案
す
る
。 
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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
施
策
の
充
実
と
安
定
的
か
つ
十
分
な
農

林
水
産
予
算
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書 

 

世
界
的
な
人
口
の
増
加
に
伴
う
食
料
需
要
が
増
加
す
る
一
方
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象

の
頻
発
化
や
国
際
紛
争
な
ど
に
よ
り
、
食
料
や
農
業
生
産
資
材
の
輸
入
依
存
度
の
高
い
我
が
国
の

安
定
的
な
食
料
供
給
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
我
が
国
の
人
口
減
少
は
、
中
山
間
地
域
を
含
む
農
村
で
顕
著
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
の

農
業
産
出
額
が
約
六
割
を
占
め
る
本
県
に
お
い
て
は
、
特
に
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
食
料
の

安
定
供
給
を
担
い
、
そ
し
て
地
域
の
社
会
構
造
を
支
え
る
農
業
経
営
体
の
育
成
や
農
業
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
な
ど
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
下
「
改
正
基
本
法
」
と
い
う
。）

が
制
定
か
ら
四
半
世
紀
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
が
新
た
な
基
本
理
念
と
し
て



盛
り
込
ま
れ
た
。
今
後
、
国
に
お
い
て
、
改
正
基
本
法
に
基
づ
き
具
体
的
な
施
策
の
方
向
性
を
定

め
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

他
方
、
国
の
農
林
水
産
予
算
は
三
十
年
前
の
約
五
兆
円
規
模
か
ら
、
昨
年
度
は
約
三
兆
円
規
模

へ
と
減
少
し
て
い
る
。
加
え
て
、
農
林
水
産
予
算
全
体
に
占
め
る
補
正
予
算
の
割
合
は
、
二
〇
〇

〇
年
代
は
五
％
を
下
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
二
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
社
会
情
勢
に
左

右
さ
れ
や
す
い
補
正
予
算
の
占
め
る
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
改
正
基
本
法
で

掲
げ
た
理
念
の
実
現
に
向
け
て
は
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
予
算
の
安
定
的
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

記 

 

一 

改
正
基
本
法
に
基
づ
き
、
将
来
に
わ
た
る
食
料
安
全
保
障
の
確
保
や
農
業
の
持
続
的
な
発
展
、

食
料
供
給
機
能
及
び
多
面
的
機
能
が
適
切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
農
村
の
振
興
な
ど
に
向
け
、

食
料
生
産
の
現
場
で
あ
る
地
方
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。 

 

二 

特
に
、
人
口
減
少
が
進
む
中
山
間
地
域
を
含
む
農
村
に
お
い
て
、
厳
し
い
条
件
下
で
も
将
来

に
わ
た
っ
て
食
料
供
給
が
担
わ
れ
、
洪
水
防
止
な
ど
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
農

地
の
持
続
的
な
利
用
に
よ
る
集
落
の
維
持
を
は
じ
め
と
す
る
、
意
欲
あ
る
農
業
経
営
体
が
行
う

地
域
を
守
る
取
組
み
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
な
ど
、
課
題
を
抱
え
る
農
村
へ
の
新

た
な
支
援
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。 
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